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⚫研究背景
本研究は、地球における「ヒト」以外の生命体（動物や昆虫、植物、
または微生物達）が構築するあらゆる「巣」を観察し、生成理論や自
然形態、工法理論を捉え、解体建築時代における「新しい建築」の概
念と設計工法の展開への手がかりを「ヒト」以外の視点を借りて提示
しようとする試みである。生き物の巣については、動物行動学に始ま
り、生物進化学や生理学等において研究が進んでいるが、建築学にお
いては材料・構造・エンジニアリングの側面における研究が先行して
おり、体系的な意味づけ等が行われてこなかった。B・ルドフスキー
の「建築家なしの建築」では、「時には百世代にもわたって受け継が
れてきた住居やその中で用いられている道具の形態は、永遠に有効で
あるように思われる。」と述べ、生き物の巣とヴァナキュラーな建築
の類似性と重要性を記載しているが、それ以後、建築学においての体
系的な言及は少ない。そこで、数千年以上も地球と共生的な関係を築
いている生物の「巣」に焦点を当て、それに付随する生産・循環・廃
棄の形や大地と構築物の関係性など紐解く。また、解築学に接続する
形で抽象化することで、1950 年から現在まで続く地質時代「人新世」
を乗り越える脱人間中心主義の建築生産のあり方を提示し論じたい。
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⚫研究の目的
・ 生き物の巣とヒトの建築のこれまでの議論を確認する
・ 動物行動学 / 生理学 / 進化生物学における巣の変遷を抑え、建築に
おける構築技術等への視点を獲得する
・ ニッチ構築を応用し、構造物のみにとどまらない構築技術のあり方
を確認する。
・ ニッチ構築における構築物分類とヒトの構築様式を交差させ、巣の
構築手法の分析を行う。

⚫研究方法と論文構成
研究方法としては、まず既存の建築と巣のこれまでの議論を整理（第
2 章）する。研究領域である動物行動学 / 生理学 / 進化生物学におけ
る巣の定義と研究等を収集整理し（第 3 章）、生態学的に構築物を捉
えるニッチ構築と建築の共通点を提示する。（第 4 章）ニッチ構築に
よる分類と、B・ルドフスキー「建築家なしの建築」と布野修司「世
界住居誌」の住居分類を交差させ、構築技術の分類と分析を行う。（第
5 章）分析を元にした考察を行う。（第 6 章）
⚫既往研究と本論文の位置付け
◻主な既往研究
▽動物行動学 / カール・フォン・フリッシュ「Animal Architecture」
/ マイク・ハンセル「建築する動物たち」▽生物進化学 / リチャード・
ドーキンス「延長された表現型 - 自然淘汰の単位としての遺伝子 -」
/F.John Odlimg Smee「ニッチ構築 忘れられていた進化過程」▽生理
学 /J・スコット・ターナー「生物がつくる＜体外＞構造 - 延長され
た表現型の生理学」/「自己デザインする生命ーアリ塚から脳までの
進化論」▽建築学 / 長谷川尭「生きものの建築学」/E. ギドーニ「プ
リミティブ・アーキテクチャー」/B・ルドフスキー「建築家なしの
建築」/ 布野修司「世界住居誌」

◻本研究の位置付け
本研究は動物行動学 / 生物進化学 / 生理学等の生き物の構築物として
の巣の体系的議論を建築学に適応させることで、生き物と人間の構築
物をフラットに捉え、相互に比較する。比較を通して、生き物の視点
から建築の技術性や道具性、遺伝継承性、生態的作用などに言及し、「人
新世」におけるヒトという種の構築物（建築）の進化のあり方を提示
することを目指す。
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上図 2. ミナミベニハチクイの巣

右図 3. カッパドキアの穴居都市

的なモダニズム建築を批評し、建築史家として捉えることができてい
ない数百世紀の時間軸における建築の可能性を示そうとした。西欧中
心の近代建築以前、未開の地における無名な「ヒトの巣」の発生や技
術を取り上げていることで、建築の原初性、起源性に踏み込もうとし
た。また、百世代に渡って受け継がれてきた住居形態を再評価し、ま
たその道具的形態は永遠に有効であると述べ、人類の建築の技術的起
源や構築物の発現は、動物の構築物にあることを示唆する。

⚫生き物とヒトの技術比較の現在地
布野は「世界住居誌」において生き物の精巧な造巣を評価するも、そ
の構築は、遺伝プログラムの結果であり、ヒトの構築技術は遺伝的プ
ログラムではないとし、間接的に生き物の構築技術の進化においては
経験と学習、文化の影響は存在せず、両者の差異であるとしている。

⚫小結
布野は生き物の巣とヒトの構築物は形態的には類似するが、構築技術
の進化過程が異なり、生き物の構築は全て遺伝的プログラムとした。
ルドフスキーは、構築技術の発生は、両者が同じ要求と同程度の理性
を持っていた結果とし、百世代に渡り受け継がれてきた技術の有効性
は高いとした。生き物の構築物における議論の現在地をここに確認し
た。

図 1：論文の構成

⚫生き物の巣と人間の原初的建築の造形的類似性
E. ギドーニの『プリミティブ・アーキテクチャー』では、独立した
建築のみならず、大地への介入や物理的改変行為を含むプリミティブ
な建築物のイラストや図面等を調査している。中央アフリカやマリ、
エチオピアなどの小枝と藁と土で造られた穀物倉など、実際、鳥の巣
に見えるようなものがあり、生き物の巣とヒトの作るプリミティブな
建築の造形的類似性を確認することができる。この両者はなぜ造形的
類似性を持つのか。

⚫生き物の巣に対する歴史的解釈への言及
B・ルドフスキーは、「建築家なしの建築」において西洋中心主義
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⚫進化生物学（リチャード・ドーキンス）
▽延長された表現型
遺伝子はそれを保有する生物の身体を超えて外部に自らの形態を持っ
て発現することができる。例えばビーバーのダムは、ビーバーの遺伝
子の「延長された表現型」の効果の形である。さらにビーバーの構築
するダムによって周囲の環境も変化し、そこに暮らす動植物にも影響
を与える。
▽遺伝子の顕示
あらゆる巣は各々の生き物達の「遺伝子の顕示」の形であり、遺伝子
が「サバイバル・マシン」として潜在的に自らを次世代へ後押しする
ための自然選択に対抗する表現型上の外部的道具である。
▽累積淘汰
生き物の構築物は既存のものを参照せず素材等を出たら目に寄せ集め
て構築を繰り返し、百世代かけて、強固な構築技術や洗練されたデザ
インを獲得する。ゼロから構築する作業ではなく、あるフォーマット
や前世代の修正や継承をしながら行う構築であり、累積淘汰という。
▽ランダムな飛躍
飛躍的な進化と急速な技術的発展はむしろ生き物にとっては「死」を
早めるきっかけとなるため起こることはない。

⚫生理学（J・スコット・ターナー）
▽巣は周囲の状況を適応的に変える能力の形態
生物の構造物は周囲の環境を構造的に変化させて、周囲のエネルギー
や物質の流れ方を操作し、適応的に変えている建築や曖昧な境界であ
る。
▽巣はホメオスタシスの作用結果
巣はそれ自体は外部の環境因子の変化にかかわらず生体の状態が一定
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構築技術の類似性 生環境構築様式への展開
分類

※世界住居誌より

ニッチ構築分類
※ニッチ構築より

構築物例
※世界住居誌より

特徴性 生き物の構築物
※一部種イメージ

ヒトの構築物
※一部種イメージ

生き物の技術的特徴
※左図での紹介と連動

ヒトの技術的特徴
※左図での紹介と連動

構築様式
※生環境構築史宣言による区分を利用

掘削と洞窟穴居の技術 起動的・撹乱
石 窟 ・ 穴 居 住 居
（カッパドキア/

ヤオトン等）

柔らかな大地の
存在/初期的な道
具技術/温度調節
技術・空調の技

術/貯蔵

ショウドウツバ：河川や湖の岸辺や海岸の砂泥
質の崖になどの柔らかい崖を嘴で掘り進め巣と
して用い、通常は繁殖ごとに新しく穴を掘って
集団営巣する。

カッパドキア:山灰と溶岩が数百メートルずつ
積み重なり、凝灰岩や溶岩層等の奇岩をくり
抜いて住居や教会を造って生活し、巨大な地
下都市を作りあげた。

土や岩の掘削による構築であるた
め、構築様式1 に適応される。

天幕・ノマドの技術 起動的・撹乱/対抗
的・移住

遊 牧 民 天 幕 住 居
（ヤランガ/ユル

ト/ゲル）

テント/シェルタ
ー/仮設的/移動
の必要性/季節移

動

ツムギアリ：階級が存在し大型・中型・小型と
区別される。大型が葉っぱを折り曲げて丸め
て、複数の葉で巣を作る。中型小型は歯の接合
を担い、エサの貯蔵庫としても用いる

カメルーン バカ・ピグミー:バカの伝統的な
住居モングルは木組みを作り、その上に300
枚の葉を被せ、住居は食事と寝床として使
う。朝冬の寒さに耐えるために小さく作る。

短期的であり仮設的に木や草を用
いた自律した構築であり、構築様
式1 に適応される。

ブリコラージュ/物理
素材再配置の技術

対抗的・撹乱
ハット的/ブリコ
ラージュの住居

移動距離範囲/即
時的

トビケラ：多くのトビケラは石や砂、落ち葉な
どを使って巣を作る。絹糸を使って巣や網など
を使い、小石や砂利を集めて巣を作るタイプと
砂や植物の彼片を集めて作るタイプがいる。

ハット：素材を寄せ集めて、即時的に人が生
きていくための最小限のシェルターである。
土地に順応して、その土地で得やすい材料で
構築される。

素材の調達や組立が素材の発生場所から近
く、ブリコラージュ的手法を積極的に用い
ており、再配置を行っており、構築様式1
を適応できる。

罠、ディスプレイ、要
塞、道具的技

起動的・撹乱
ドン・エンガス/
ス フ ォ ル ツ ィ ン

ダ等要塞

防除/アピール/
個性表現/効率性

アカスジシロコケガ：自分の毛を素材にして繭
を作る。スカスカの編み籠を作り外敵から幼虫
は自ら身を守る。

ドォン・エンガスの砦：シーヴォー・ド・フ
リーズは砦としての防御構造として毛虫のよ
うな形態を持ち、防御作用を持つ。

自らの身体材料や素材の発生場所から近い
場所から収集した材を、自らの生存や防御
のために再配置する、構築様式1 の初段階
に適応される。

生育・繁殖環境の技術 対抗的・撹乱 -
温度調整/防御機
能/見張り/環境

維持

ツカツクリ：地面に穴を掘り、枯れ葉や土など
を盛り上げ巣を作る。微生物が枯れ葉を分解す
る際に生じる発酵熱を用いて発酵中の植物を追
加したり取り除いたりし、温度を一定に保ち卵
を温める、

イグルー：エスキモーの作るイグルーは、雪
しかない場合は雪のみで仮設的で暖かシェル
ターを作る。他にも流木や石、アザラシの皮
などがある場合はそれらも用いて、温度調節
を行う。

枯れ葉や土、雪等の周延にある単一的な材
料を用いた構築物であり、機能性のみなら
ず、微生物の利用を行う高い再配置能力を
持つため、構築様式1 に適応される。

組積・積み重ねの技術 起動的・撹乱/対抗
的・移住

組石造/レンガ造
（アーチ/ドーム

/ヴォールト）

土(泥）と石/積
層/規格化材料/

屋根構造

トックリバチ：水を飲んで乾いた土のところに
飛び水を吐き出し土をこねてから口にくわえ
る、徳利の形をした巣を作り。獲物を何匹か入
れていっぱいにし、入り口を同じようにドロで
ふさぎ、幼虫の餌とする。

ビーハイブ ハウス：日干しレンガやレンガ、
この地域の石で構成された住居。一般的なテ
ントとは異なり暑さや寒さにも強い。両側に
設けられた通気口は通風を促して室内を冷却
する空気循環を生み出し、ドームの最頂部に
ある通気口は煙突の役目を果たしている。

土や岩の掘削による高い構築能力であるた
め、構築様式1 の発展系（人間と同レベル
な技術）に適応される。

設備・空調・温度調整
の技術

対抗的・撹乱
温突/グロリア/
バドギール/ヤフ

チャール

環境性能/日射/
通風/空調/光/音

ハナバチ：土中に営巣する、または地面に空い
た野ネズミの穴などに巣作る。暑すぎる場合
は，集めてきた水滴に風を送って蒸発させ，寒
すぎる場合は，飛翔筋を震わせて熱を発生さ
せ、35°Cを維持する。

ハイデラバード 風の塔：風を内部へ取り入
れるためのバッド・ギアが住居に取り付けら
れ、上から下へと風を流し込むことで室内環
境の暑さを和らげ、快適な環境を作る。」

掘削技術を前提とし、また仮住まいを行う
ため構築様式1の初段階である。また身体
や水等の素材を用いた高い再配置能力と環
境デザインを行う。

高床・吊り下げる技術 起動的・撹乱/対抗
的・移住

高床式住居
限られた資源/最
小限のシェルタ

ー/共同作業

ハタオリドリ：屋根を組み立てるために多数の
小枝、断熱材として枯れ草、卵を落とさないよ
うに青草を使い精巧な建造物を作る。一つの巣
に最大400匹の鳥がおり100年以上用いる。

カスビのブガンダ王国の王墓：ドーム型のム
ジブ・アザーラ・ムパンガは、木材や藁、ア
シ、土壁による自然素材建築

木や草、土を用いた自律的な構築であり、
構築様式1 に適応される。また、個体寿命
を超えた持続的使用と集落的機能を持つた
め構築様式2への初段階であると確認でき
る。

集団居住・真社会性の
技術

対抗的・撹乱 集合住宅/超高層

集合/情報伝達/
階級・役割/社会
的ホメオスタシ

ス

シロアリ塚：シロアリの塚は高い社会性を持ち
ながら、共同生活を行う。菌類の代謝熱を用い
た高い環境性能（空気循環/廃棄物処理/菌の栽
培）を保持し、鉛直方向へ塚内部と集団的ホメ
オスタシスの維持のため温度調節を行うために
土を積み上げ煙突を構築する。

イエメン サナア：サナアは塔状住居であり、
森林が少なく、木材を手に入れるのがむずか
しいため石や日干しレンガを用いる。漆喰材
を部屋の内壁に隙間なく塗られ乾燥した気候
で昼夜の温度差が激しい気候を操作する。廃
棄物処理施設を保有し、外観に装飾がない。

土や泥による構築であり、構築様式１に適
応される。また土壌・気候・植物・捕食者
たちが関係する自己永続的な生態系循環を
築き、他種による巣の二次利用や地形改
変、真社会性の集落構造を持つ。故に構築
様式2にも適応される。

井楼・組み立ての技術 起動的・撹乱/対抗
的・移住

校倉造り/井楼組
積構造

木材を横に積み
上げる/豊富な木
材資源/特定の型

ビーバー：巣は枝や泥を大量に積み上げて作ら
れ、ドーム状になる。巣の内部は水面からでる
ように作り環濠のような防御性能をもつ。ビー
バーは自分の生活のために周囲の環境を作り替
える、ヒト以外の唯一の動物と言われる。

イラク南部マダン mudhif:アシを束ねて太い
柱を作りアシを横に曲げて結び、放物線状の
アーチを形成する。アシは耐水性があり、昆
虫やその他の害虫にとって魅力的ではなく、
優れた断熱性をもち、水上に建築される。

巣は枝や泥を用いた自律的な構築であり構
築様式1 である。個体寿命を超えた持続的
使用と集落的機能、湖等の地形変更、森林
伐採などは他種の環境への介入であり、侵
略や略奪である。故に構築様式2にも適応
される。

早めるきっかけとなるため、起こることはなく累積淘汰により進化す
る。
⚫生理学（J・スコット・ターナー）
▽巣（構築物）は周囲の状況を適応的に変える能力の形態である。
生物の構造物は周囲の環境を構造的に変化させて、周囲のエネルギー
や物質の流れ方を操作し、適応的に変える、曖昧な境界である。

▽巣（構築物）はホメオスタシスの作用結果である
巣はそれ自体は外部の環境因子の変化にかかわらず、生体の状態が一
定に保たれるホメオスタシスの「生きた機能」であり、換気の機能に
対する物理的な構造ではなく、巣の形態自体が実体化した生理機能で
あるとする。故にシロアリの塚のような構築物はドーキンスの主張す
るような遺伝子の顕示による延長された表現型により「作られた」の
ではなく、出現とする。
ホメオスタシス：生物のもつ重要な性質のひとつで生体の内部や外部
の環境因子の変化にかかわらず生体の状態が一定に保たれるという性
質、あるいはその状態。

▽巣は目的論的な存在
構築物を作り出した生物の寿命を超えて選択圧を与える環境を改変
し、半永続性を獲得した時、その生物は何らかの目的志向や将来への
意図を持ち合わせているとする。事例を元にすると、生き物の構築物
は目的を探求する個体行動や集団行動や意思がそこに浸透し、半永続
性を獲得した時間超越の意図性を持つ存在であるとする。

⚫構築物を取り巻く環境変更＝ニッチの構築
生きているものは、みな代謝や活動や選択を通して自らの ” ニッチ ”
の一部を作り出しては壊している。その規模の範囲はごく局所から地
球全体にまで及び、生物は生息場所や資源を選び、例えば巣、穴、隠
れ場、網、化学的環境など、環境のさまざまな場所を構築し、しばし
ば子供の生育環境を選び、守り、準備している。これをニッチ構築と
いい、「起動的・対抗的」「撹乱・移住」の四章限で整理している。

⚫構築物（巣）による文化伝達
人間は並外れた文化形成プロセスの能力を持つという点では優れてい
るかもしれないがしかし、環境に変更を加え、自然選択圧からどのよ
うな影響を受けるかという点においては独特ではなく、生き物達の構
築技術や生態系エンジニアリングの技術の一部には人間には再現不能
な技術力を保持する生物も存在するため、そのような人間中心的な優
位性を説明することはできないとする。

⚫文化的共進化とニッチ構築
ニッチ構築の見解においての特徴は、生物が環境に加える変更が
フィードバックを行ってその後の進化に大きな影響を及ぼすというこ
とである。つまり、遺伝 - 文化共進化理論に従えば、人間が親や祖先
から遺伝的で文化的な知識だけではなく、「変更のされた環境」も受
け継ぐ。人間のニッチ構築が文化のプロセスに支配されているなら、

「人間の物質文化（つまりヒトによる建築や構築技術が生み出す構築

第 4 章　ニッチ構築と文化共進化
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第 5 章　生態学的な巣とヒトの構築技術比較分析

第 5 章　考察　生きものの物質様態変化

本分析では、ニッチ構築において扱われている生き物の構築技術とヒ
トの構築技術の類似性と段階進化を分析する。構築技術においては生
環境構築史における構築様式 1~3 への反映を試みるため、布野修司
の「世界住居誌」、E. ギドーニの「プリミティブ・アーキテクチャー」B・
ルドルフスキーは、「建築家なしの建築」ルドルフスキーの「建築家
なしの建築」等に記載されるヴァナキュラー建築事例や分類を参照す
る。
⚫構築技術の類似性について
ヒトと生き物の構築技術は、生環境構築史宣言における構築様式 0~1
の段階においては、構築技術の類似性を認めることができ、その技術
を構築技術の進化段階的に配置できることを確認した。（図56を参照）

⚫構築 2 における生き物とヒトのニッチ構築
構築 2 以降は「ヒトに固有の構築様式」であるとされているが、生
き物の真社会性やニッチ構築的作用を適応した場合、生き物の構築技
術は限定的にだが、構築様式 2 まで展開されていたことが確認できる。
構築 2 は構築素材が交換されて流通する段階である。交換ⅳ には侵
略や略奪も含まれる。構築 2 から先はヒトに固有の構築様式である。
物質や素材は即地的価値とは異なる価値を与えられて拡散し、社会資
本化・象徴化される。集落はその蓄積によって充実し、（原）都市も
発生する。構築2は古代文明を涵養した。所有概念も世界を席巻し、“無
主の地 ” からは交換価値判断にもとづいて多くの物質が奪取される。

⚫生き物の巣とヒトの構築物の進化過程
整理した生き物の巣の進化過程と前章の生物進化論等を参照すると、
共進化やホメオスタシス、延長された表現型やランダムな飛躍等（図
4 を参照）の進化プロセスが一部適応されていることが確認できる。
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物による文化性）」そのものが人間の生態的継承の一部であり、各世
代が祖先から受け継ぐ遺産の重要な構成要素であるということにな
る。文化は常に観念的で認知的なものであると見なされているが、文
化的発現の重要な一面である「物質文化」は、これまでも人間の環境
に大きな影響を及ぼしてきており、そして今も及ぼしている。

⚫生き物とヒトの構築技術の類似性
ヒトのみに適応されていた構築 0-1 において、生き物の構築技術も同
様に適応可能なことを示した。また構築 2 における「構築素材が交
換されて流通する段階」では、ニッチ構築の分類と概念を適応するこ
とで同一的に見ることが可能であり、構築 2 がヒトに限定した構築
様式ではないことを確認した。また、布野の主張する生き物の巣は遺
伝子プログラムのみの結果ではなく、累積淘汰と文化伝達、ホメオス
タシスの実体化であることは明らかとなった。巣は地球の自律的活動
に対して自律的に目的を持って自然選択された結果であり、B・ルド
ルフキーの言及通り、ヴァナキュラー建築と同様に扱うべき領域であ
ると言える。
⚫構築 2 → 3 へのヒトの構築技術の離脱と道具
生き物はなぜ構築 3 を獲得し得なかったのか、または獲得しない選
択をしたのか。その理由として、生き物の構築技術進化の原則である
累積淘汰の時間認識に対して、現在の人間の技術進化は実存的で突発
的があるだろう。また、構築技術の進化過程において「外部に道具を
作り出す」（生き物は身体拡張を行う）点と構築した環境に対して「虚
構を生み出す」点は生き物と異なっている。また、ランダムな飛躍を
想定すると、現代の我々は死に至る確率は高いと言える。
⚫グレート・ブリコラージュとしての生き物の巣
生き物は「既に起こった出来事や身体に近い素材を用いて構築物をつ
くり、都度改善する」累積淘汰の過程により、構築技術進化をさせ、
人間と同等か、それ以上の生き物も並外れた技術を保有している。ミ

ミツバチは民主主義を少なくとも我々よりうまく用い、シロアリは数
千年以上構築物をニッチにおいて使い続け、大地と共生的関係を築く。
彼らの保有する構築技術は、我々が未だ認識の及ばない「古代文明」
であり、すでに「構築 4 の世界」なのではないだろうかと考えられる。

図 4：動物行動学 / 生理学 / 生物進化学における構築物概念の整理図

図 5：生き物の巣とヒトの構築技術比較（一部抜粋）

図 6：分析を反映した、構築 0-1-2 とニッチ構築の進化過程（生環境構築史とヒューマンエコロジー [ 青井哲人 ]
生環境構築史ダイアグラムの 2 軸展開およびヒューマン・エコロジーのマッピングを参考）
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